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 ５月11日（月）に体育委員会、5月21日（木）に文化委員会を開催し、その結果を踏まえて

5月25日（月）に芳養公民館協力委員会を開催しました。 

 前年度の事業実施報告、収支決算報告及び会計監査報告を行ったあと、本年度の事業計画案

及び予算案、協力委員会規約案についてご審議いただき、承認されました。 

 本年度も地域の生涯学習の推進及び地域住民の交流促進のため公民館活動を実施してまいり

ます。地域の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 

 

  

  

  

 

 

 

７月１日（水）から７月７日（火）までの期間 

 公民館の玄関ロビーに七夕の笹飾りができるコーナー

を設置しています。 

 地域の方々や公民館を利用される方々に、『願い事』

や『夢』を短冊に書いて、笹に飾っていただき、少しで

も七夕の雰囲気を味わってもらうことができればと思っ

ています。 

 ６月９日（火）に、芳養小学校で３年生の梅ジュースづくりがあり、講師として地域の方々

に教えていただきました。 

 子どもたちは、凍っていた青梅を手に取って「冷たい！」と言いながらも、梅ジュースづく

りに夢中になっていました。 

 最後に、子どもたちが梅について調べたことを、グループに分かれて発表やクイズにして、

地域の方々に聞いてもらいました。 

 自分で作った梅ジュースを飲むのが楽しみですね！ 

 この取組は、平成19年度から毎年行われており、今回でちょうど20年目になります。 

 地域の方々は、前日までにたくさんの梅を綺麗に洗って準備をしてくれています。 

 地域の皆さんありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ◎当日の午前中に、芳養公民館前の駐輪場スペースに出してください。 

  ◎回収できるものは雑誌・新聞・ダンボールです。 

  ◎必ず紙ヒモでくくってください。 

 

※回収日以外は、回収できませんので持ち込まないでください。 

 

 

みんなで梅ジュースづくり！ 

令和８年度 芳養公民館事業計画 

７月の古紙回収予定日【第１・第３ 火曜日】 

7日（火） ・ 21日（火）   

  令和８年度 事業計画   

  行 事 名 及 び 開 催 日 場  所 

令和8年 
七夕事業 ７月１日（水）～７日（火） 芳養公民館 

7月 

８月 
芳養地区盆踊り大会 ８月29日（土） 

新芳養漁港広場 
・予備日30日（日） 

９月 
第11回ビーチボールバレー大会 ９月24日（木） 

田辺市体育センター 
・練習日18日（金） 

10月 第１回モルック大会 10月15日（木） 
田辺スポーツパーク 

室内練習場 

11月 

秋の作品展・お茶会 11月14日（土）15日（日） 芳養公民館 

第34回グラウンドゴルフ大会 11月19日（木） 田辺スポーツパーク 

・予備日26日（木） 陸上競技場 

12月 第15回キンボール大会 12月17日（木） 田辺市体育センター 

令和9年 芳養地区二十歳を祝う式典 １月10日（日） 芳養大神社 

１月 第25回ファミリーバドミントン大会 １月28日（木） 田辺市体育センター 

  ・練習日26日（火）   

２月 
第30回ソフトバレーボール大会 ２月25日（木） 

田辺市体育センター 
・練習日19日（金） 

３月 第39回卓球大会 ３月18日（木）・練習日16日（火） 田辺市体育センター 



芳 養 小 学 校 大 坊 小 学 校 明 洋 中 学 校 

 「自主・自律・連帯」７月号 

  ～充実の１学期～ 
清く 高く のびのびと ７月号 

～子どもの姿に成長が見える学校をめざして～ 

 梅雨の季節になってきました。地域・保護者の皆様方におかれましては、 

お体に気をつけてお過ごしください。 

 さて、本校では、この１学期にいろいろな行事等を行い、充実した毎日を 

送っています。主なものを紹介します。 

 

◇令和８年度第78回体育大会 

 ５月16日(土)に体育大会を行いました。 

５月の爽やかな天候の下、保護者、地域の皆

様から温かい声援をいただきながら、生徒た

ちは精一杯の力を発揮しました。 

 今年の体育大会のスローガンは「上昇気流

～風に乗ってLet’s Go～」でした。それぞ

れがそれぞれの役割をしっかりと果たし、持

てる力を十分に発揮して、仲間の一生懸命な

「青春」を一生懸命に応援する素晴らしい大

会となりました。 

 

◇１年生校外学習（5/20） 

 ５月20日(水)、１年生は校外学習を行いま

した。天神崎で地域の自然を知り、みんなで

お弁当を食べて、最後には美しい海を守るた

めに清掃活動を行いました。集団行動を通し

て仲間づくりを行うよい機会となりました。 

 

◇２年生校外学習（5/20） 

 ５月20日(水)、２年生は校外学習を行いま

した。南部の紀州梅干館で梅について学び、

ジュースづくり体験も行いました。小目津公

園で楽しくお弁当を広げ、学年の親睦を深め

る良い機会になりました。 

 

◇中間テスト終了（5/26～27） 

 ５月26日～27日に、中間テストを実施しました。１年生は、中学校で初めて 

の本格的なテストでした。緊張が感じられる様子でテストに挑んでいました。

２・３年生も、一生懸命に真剣にテストに取り組む様子が素晴らしかったです。

期末テストは、６月29日～７月１日です。日々の授業への取組を大切にしてい

きましょう。  

フリートーク集会 ～勤労体験について～ 
５月30日（土）、31日（日）に勤労体験学習を行いました。この２日

間で、梅採りや選果、家事やお店の手伝いなど、全校児童16名が自分に

合った仕事にそれぞれ取り組みました。仕事の様子はタブレットに記録

し、フリートーク集会で縦割り班に分かれて発表しました。 

電子黒板にはそれぞれの活動の写真や動画、文章

など各自が工夫してまとめた情報が映し出されまし

た。児童はそれらを見せながら、詳しい説明や出来

事などを発表していきました。どの発表もとても興

味深く、それぞれの発表にはたくさんの質問や感想

が次々と繰り出されていました。 

今後も対話の深まりを目指して、毎月行っていきます。 

選書会 ～自分で選ぶお気に入りの本～ 
６月５日（金）、日高川町（旧美山村）のイハラハートショップ店長 

井原万見子さんにお越しいただき、選書会を行いました。初めに「あめ

ふりまち」「シナの五人きょうだい」の読み聞かせをしてくださいまし

た。どちらも楽しい内容で前のめりになって聞く子もいました。 

 その後、選書会を行いました。一人一冊本を選ん

だのですが、事前にこのような本が欲しいとリクエ

ストしていたこともあり、すぐにお気に入りの本を

見つけることができました。夏休み中の読書にぴっ

たりの本を購入することができました。 

絵手紙教室 
 ６月10日（水）、３〜６年生がクラブ活動で絵手紙を描きました。

今年も地域にお住まいの栗原和子さんを講師に

お迎えし、ご指導いただきました。 

今回はあじさいを題材に選びました。初めて

体験する3年生が多かったため、線の描き方や色

の付け方などをゆっくりと分かりやすく教えて

いただきました。児童たちはあじさいをじっく

りと観察し、細かな部分まで熱心に筆を動かしていました。最後には、

それぞれの個性が光る素敵な作品ができあがりました。 

みんなで力を合わせて畑を守ろう 
 畑の野菜が一雨毎にぐんぐん生長してき 

ています。しかし、思いもよらない台風や 

大雨、カメムシの襲来、と子どもたちはそ 

の都度「野菜救出大作戦」を自分たちで決 

行しています。 

 休み時間には、倒れたトウモロコシを起  【トウモロコシ救出】 

こしたり、木酢液を吹きかけたりとがんば     

っています。もちろん、毎日の水やりも各     

班で順番に、朝から声を掛け合いながら行     

っています。 

楽しみにしているこれからの収穫祭にむ             

けて継続してお世話をがんばっていきます。 

 
 

 

スクールプラン ～地域とともにある学校へ～ 

本校では、学校運営の全体構想をまとめた「スクールプラン」に基づき、年

間の教育活動を進めています。このプランは、よりよい学校づくりをどのよう

に目指すかを示した設計図のようなものです。先日開催された芳養小学校学社

融合推進協議会第１回総会にて、学校経営方針について説明し『令和８年度ス

クールプラン』について承認していただきました。 

子供たちや学校を取り巻く環境が複雑化・多様化する中、子

供たちや地域の輝く未来を創るためには、「社会総掛かり」で

の対応、学校・家庭・地域による一体的な取組が必要だと言わ

れています。保護者の皆様や地域の方々と目標を共有し、目標

達成に向けて協働しながら子供たちにとってよりよ

い教育活動を進めていきたいと考えています。 

 

健・考・和 
７月号 

  文責 中村 光伸 
  TEL 22-1422 

【収穫した野菜】 

スクールプランは、上の二次元

コードからもご覧いただけます。 

具
体
的
な
取
組

令和８年度田辺市立芳養小学校スクールプラン

田辺市学校教育目標
学習指導要領に基づき,主体的,対話的で深い学
びを追求し,「確かな学力」「豊かな心」「健やかな

体とたくましい体力」のバランスのとれた児童の
育成を目指すとともに,不登校やいじめのない,安
心して学べる学校づくりに努める。

保護者・地域の願い

○心身ともに健康であってほしい

○学力を身に付けてほしい

○思いやりのある子供に育ってほしい

○進んで挨拶をしてほしい

○地域に誇りや愛着をもってほしい

【校訓】健（たくましく）・考（かしこく）・和（やさしく）

【学校教育方針】
自ら考え正しく判断できる人間性豊かな子供の育成を目指す。

前年度の学校評価
○学校は「確かな学力」を図ろうとしている。

（Ａ＋Ｂ：９４．８％）
○学校は「豊かな心」を育てようとしている。

（Ａ＋Ｂ：９１．９％）
○学校は「健やかな体や体力」を育もうとしている。

（Ａ＋Ｂ：９３．４％）

児童の実態

○子供らしく快活な児童が多い

○学力の定着に課題があり,学年が上がる

につれて二極化傾向にある

○生活習慣に課題のある児童が少なくない

◎   

特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と

【学校教育目標（めざす児童像）】

１ 自己調整しながら，粘り強く頑張る子を育てる。 （健）
２ よく学び,よく考え,自分で判断できる子を育てる。（考）
３ みんな仲良く,仲間を大切にする子を育てる。 （和）

健やかな体の育成 （健）

◎運動に親しみ体力向上
○健康生活実践力の向上
○命を守る行動力の育成

○運動の楽しさや喜びを味わえる
よう，また,「自分の成長」
を実感できるよう体育科学習や
体育的行事の工夫・改善を行う。

○外部講師の活用や家庭と連携
した健康教育の推進を図る。

○防災教育, 命」に関する教育の
充実を図る。

・新体力テスト
（種目の８割：全国平均以上）

・児童へのアンケート調査
（早寝・早起き・朝ごはん

：80％以上）

重
点
目
標

指
標

確かな学力の育成 （考）

◎主体的に考え表現し,学び合う
授業づくり

○読書意欲の向上

○国語科の授業づくりを核にし
ながら，すべての教科の授業改
善を図る。

○ 和歌山の授業づくり基礎・基本
３か条」を徹底する。

○ICTの効果的な活用をさらに
進める。

○読書意欲を向上させるための
具体的な取組を実施する。

・児童へのアンケート調査
（勉強は楽しい：85％以上）

・一人当たりの年間読書冊数
（昨年度【19.1冊】より向上）

豊かな心の育成 （和）

◎自己肯定感・自己有用感の醸成
○望ましい人間関係づくり
○思いやり・感謝の心を育む

○望ましい行動を効果的に教え,
その行動ができた際に賞賛や
承認をする。また,適切に行
動しやすい環境を整える。

○縦割り活動や学年集会,学級会
などを通し,子供同士が関わる
機会を増やす。

○道徳科の授業の充実を図る。

・児童へのアンケート調査
（学校が楽しい：90％以上）

・児童へのアンケート調査
（自分にはよいところがある

：85％以上）

地域とともにある学校

◎地域資源の効果的な活用
○保育所・中学校との連携推進

○地域の教育力を生かした授業
実践を充実させるとともに,
ふれあい教室の更なる充実に
向け,人材発掘を行う。

○家庭・地域と共に考える防災
を目指し,マニュアルの見直し
を図る。

○保育所・中学校との連携を推進
し,円滑な移行につなぐ。

・地域にある学習資源の開拓

（各学年でGT【ゲスト・ティーチャー】
と協働した授業の実施）

・保育所・中学校との連携回数
（学期に１回以上）

芳養小学校学社融合推進協議会 第１回総会より 

近年、学校教育を取り巻く環境は大きく変化しており、学校現場では教職員

の働き方を見直す取組が進められています。その目的は、教職員が心身ともに

健康な状態で子供たちと向き合い、授業づくりや子供理解に十分な時間を確保

することで、よりよい教育活動につなげていくことにあります。 

文部科学省は、学校の業務を整理した「学校と教師の業務の３分類」を示し

ており、それを踏まえて田辺市教育委員会からも、令和８年４月に「田辺市立

学校の教育職員に関する業務量管理・健康確保措置実施計画」が示されました

（いずれもホームページで公開されています）。 

芳養小学校学社融合推進協議会の第１回総会でも、「学校における働き方改

革」をテーマに取り上げ、『下校時や帰宅後に起こったトラブル等への対応』

や『休み時間における安全への配慮等』について、学校・家庭・地域がそれぞ

れの役割を果たしながら連携していくことや、地域の皆様にご協力いただきた

いことなどを中心に意見交換を行いました。 

これからも、子供たちによりよい教育を届けていくために、保護者や地域の

皆様のご理解とご協力をいただきながら、学校と地域がともに考え、支え合う

取組を進めてまいります。 


